
Vol.223
平成28年11月15日発行

発行/土浦市議会　編集/広報広聴委員会　土浦市大和町９番１号

目　　　次
●平成２８年第１回臨時会の結果‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1
●平成２８年第３回定例会の結果‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2
●一般質問
　　久松　猛議員・竹内　裕議員・鈴木一彦議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3
　　福田一夫議員・海老原一郎議員・荒井　武議員・勝田達也議員‥ ‥‥ 4
　　下村壽郎議員・井上圭一議員・松本茂男議員・吉田千鶴子議員‥ ‥‥ 5
●常任委員会等行政視察‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6、7
《特集》このように使いました
　　　平成27年度　政務活動費収支報告　‥‥‥ 6、7

《連載企画》議員のYO・KO・GA・O
　　　（吉田博史、寺内　充、川原場明朗）‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8
●12月定例会（第４回）の日程‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8
●編集後記‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8

＜インターネットで市議会の模様が見られます＞
　土浦市のホームページから「土浦市議会事務局」→「本会議録画
配信」を選択してください。

＜議会の会議録は次の施設で閲覧できます＞
〇土浦市立図書館　　　〇各中学校区の地区公民館
〇支所・出張所（南・上大津・都和・神立・新治）
※最新となる会議録（Ｈ28第３回）は、11月下旬に閲覧可能です。

　市議会では、市民の皆様の要望や意見を「請願」「陳情」とし
て常時受け付けておりますが、定例会で取り扱うものは、定例
会招集日の４日前までに提出されたものに限ります。それ以降
に提出されたものについては、次回の定例会で取り扱います。
　詳しくは、議会事務局ホームページから「請願・陳情」をご
覧ください。

　

８
月
９
日
（
火
）
に
平
成
28

年
第
１
回
土
浦
市
議
会
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
、
報
告
３
件
と

議
案
２
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
結
果
に
つ
い
て
は
、
左

記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

市
議
会
の
会
議
に
は
、
定
期
的

に
開
か
れ
る
「
定
例
会
」（
原

則
と
し
て
３
月
、
６
月
、
９
月

及
び
12
月
に
招
集
）
と
、
必
要

に
応
じ
て
開
か
れ
る
「
臨
時

会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

９
月
６
日
（
火
）
に
開
会
し

た
第
３
回
定
例
会
に
上
程
さ
れ

た
議
案
15
件
、
認
定
２
件
、
請

願
・
陳
情
２
件
、
委
員
会
提
出

議
案
２
件
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
11
人

の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
の
決

算
関
係
議
案
を
審
査
す
る
た
め

の
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
８
名
の
委
員
が
閉
会
中
に

審
議
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
（
定
例
会
の
議
決
結
果
等
は

２
頁
に
掲
載
）

第
１
回
土
浦
市
議
会

臨
時
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

第
３
回
土
浦
市
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

議案等議決結果	 平成28年第１回土浦市議会臨時会
議案番号等 件　　　　　　名 上程年月日 議決年月日 結  果

会期の件 28． 8． 9 28． 8． 9 原案可決

報告第28号 専決処分の報告について
（和解について） 28． 8． 9 28． 8． 9 報　　告

報告第29号 専決処分の報告について
（和解について） 28． 8． 9 28． 8． 9 報　　告

報告第30号 専決処分の報告について
（和解について） 28． 8． 9 28． 8． 9 報　　告

議案第72号
（仮称）新治地区小中一貫教育
学校校舎増築建築主体工事請
負契約の締結について

28． 8． 9 28． 8． 9 原案可決

議案第73号
（仮称）新治地区小中一貫教育
学校校舎増築電気設備工事請
負契約の締結について

28． 8． 9 28． 8． 9 原案可決

土浦市議会議会運営委員会委
員の選任 28． 8． 9 28． 8． 9 選　　任
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平
成
28
年
第
３
回
定
例

会
は
、
９
月
６
日
か
ら
21

日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

土
浦
市
医
療
福
祉
費
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
や
平
成
28
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
15
の

議
案
（
人
事
案
件
を
含
む
）

が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
の
議
案
が
、
総
務

委
員
会
及
び
文
教
厚
生
委

員
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

慎
重
審
議
の
結
果
、
全

議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
市
民
か
ら
提

出
さ
れ
た
請
願
陳
情
の
採

否
に
つ
い
て
も
審
議
し
ま

し
た
。

（
可
否
及
び
詳
細
に
つ
い
て

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。）

《
議
案
に
つ
い
て
》

　

議
案
に
は
、
市
長
が
提

出
す
る
も
の
と
委
員
会
又

は
議
員
が
提
出
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

＜意見書について＞
　意見書とは、地方公共団体の
公益に関して、議会の意思をま
とめ、地方自治法第99条に基づ
き、国会又は関係行政庁に提出
するものです。

　

12
日
～
14
日
の
３
日
間

に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

11
人
の
議
員
が
市
執
行
部

に
対
し
、
市
政
一
般
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
５
頁
か
ら
。

討
論
と
は

　

議
案
に
対
し
て
賛
成
か

反
対
の
自
己
の
意
見
を
述

べ
ま
す
。
今
回
の
定
例
会

で
は
２
名
の
議
員
か
ら
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

【
久
松　

猛
議
員
】

○
受
理
番
号
10　

　

土
浦
・
荒
川
沖
駅
前
及

び
市
庁
舎
近
辺
区
域
を
路

上
喫
煙
禁
止
区
域
へ
の
陳

情
書
の
委
員
長
報
告
（
不

採
択
）
に
対
し
て
（
反
対
）

【
荒
井　

武
議
員
】

○
受
理
番
号
８

　
「
所
得
税
法
第
56
条
」
の

見
直
し
を
求
め
る
陳
情
の

委
員
長
報
告
（
採
択
）
に

対
し
て
（
反
対
）

○
委
員
会
提
出
議
案
第
４
号

　

所
得
税
法
第
56
条
の
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て
（
反
対
）

〇
土
浦
市
教
育
委
員
会

　

教
育
長

　
　

井　

坂　
　
　

隆 

氏

　

委　

員

　
　

松　

延　

芳　

子 

氏   

　

最
終
日
の
21
日
に
、
決

算
関
係
の
議
案
が
上
程
さ

れ
、
決
算
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

委　
員　
長　

鈴
木　

一
彦

副
委
員
長　

平
石　

勝
司

委　
　

員　

勝
田　

達
也

委　
　

員　

井
上　

圭
一

委　
　

員　

島
岡　

宏
明

委　
　

員　

下
村　

壽
郎

委　
　

員　

川
原
場
明
朗

委　
　

員　

竹
内　
　

裕

＜第 3回＞
定例会で
決まったこと

土
浦
市
教
育
委
員
会

教
育
長
及
び
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た

決
算
特
別
委
員
会

討
　
　
　
論

条
例
に
関
す
る
議
案
等

15
件
を
原
案
可
決

一
般
質
問
に
は
11
人

が
登
壇

《
決
算
特
別
委
員
会

に
つ
い
て
》　

　

第
３
回
定
例
会
に
は
、

市
長
か
ら
前
年
度
の
決

算
に
関
す
る
認
定
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
す
。

　

議
員
は
、
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
、

市
の
お
金
が
無
駄
な
く

使
わ
れ
た
か
、
ま
た
、

事
業
の
成
果
な
ど
を
、

執
行
部
に
質
問
し
、
十

分
に
時
間
を
か
け
て
審

議
し
ま
す
。

　

本
市
議
会
で
は
、
第

３
回
定
例
会
終
了
後
か

ら
第
４
回
定
例
会
の
開

会
前
ま
で
に
審
議
が
行

わ
れ
ま
す
。

　　

今
定
例
会
で
は
、
新
規

の
陳
情
２
件
及
び
継
続
審

査
中
の
請
願
１
件
の
合
計

３
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

不
採
択
と
な
っ
た
陳
情

に
つ
い
て
の
委
員
長
報
告

は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
理
番
号
10　

土
浦
・
荒

川
沖
駅
前
及
び
市
庁
舎
近

辺
区
域
を
路
上
喫
煙
禁
止

区
域
へ
の
陳
情

【
文
教
厚
生
委
員
長
報
告

（
抜
粋
）】

　

た
ば
こ
税
の
市
へ
の
歳
入

を
活
用
し
て
喫
煙
ブ
ー
ス
等

の
施
設
を
作
る
こ
と
が
先
決

で
あ
り
、
受
動
喫
煙
を
否
定

す
る
な
ら
ば
区
域
を
限
定
し

た
理
由
が
分
か
ら
な
い
。
区

域
を
指
定
し
た
上
に
さ
ら
に

違
反
者
に
過
料
を
科
す
の
は

極
端
す
ぎ
る
等
の
不
採
択
と

す
る
意
見
や
、
過
料
を
科
す

こ
と
に
つ
い
て
継
続
審
査
と

し
て
検
討
し
た
い
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
、採
決
の
結
果
、

不
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

請
願
陳
情
の
結
果

採
　
　
択
　
２
件

不
採
択
　
１
件

議案番号等 件　　　　名 上程年月日 議決年月日 結果

会期の件 28. 9. 6 28. 9. 6 原案可決

受理番号８ 「所得税法５６条」の見直しを求める請願書 28. 6. 7 28. 9.21 採　　択

受理番号９ 教育予算の拡充を求める陳情書 28. 9. 6 28. 9.21 採　　択　

受理番号10 土浦・荒川沖駅前及び市庁舎近辺区域を路上喫煙禁止区域への陳情書 28. 9. 6 28. 9.21 不採択

報告第31号 専決処分の承認について（平成２８年度土浦市一般会計補正予算（第３回）） 28. 9. 6 28. 9. 6 承　　認

報告第32号 専決処分の承認について（和解について） 28. 9. 6 28. 9. 6 承　　認

報告第33号 土浦市土地開発公社の平成２７年度経営状況について 28. 9. 6 28. 9. 6 報　　告

報告第34号 一般財団法人土浦市産業文化事業団の平成２７年度経営状況について 28. 9. 6 28. 9. 6 報　　告

報告第35号 一般財団法人土浦市農業公社の平成２７年度経営状況について 28. 9. 6 28. 9. 6 報　　告

報告第36号 株式会社ラクスマリーナの平成２７年度経営状況について 28. 9. 6 28. 9. 6 報　　告

議案第74号 土浦市特別職の職にある者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正に
ついて 28. 9. 6 28. 9.21 原案可決

議案第75号 土浦市医療福祉費支給に関する条例の一部改正について 28. 9. 6 28. 9.21 原案可決

議案第76号 土浦市建築基準条例の一部改正について 28. 9. 6 28. 9.21 原案可決

議案第77号 平成２８年度土浦市一般会計補正予算（第４回） 28. 9. 6 28. 9.21 原案可決

議案第78号 平成２８年度土浦市介護保険特別会計補正予算（第１回） 28. 9. 6 28. 9.21 原案可決

議案第79号 土浦駅西口広場改修工事（その３）請負契約の締結について 28. 9. 6 28. 9.21 原案可決

議案第80号 新治地区防災行政無線更新整備工事請負契約の締結について 28. 9. 6 28. 9.21 原案可決

議案第81号 財産の取得について（常備消防用ＣＤ－Ｉ型消防ポンプ自動車購入） 28. 9. 6 28. 9.21 原案可決

議案番号等 件　　　　名 上程年月日 議決年月日 結果

議案第82号 財産の取得について（新図書館自動化書庫等購入） 28. 9. 6 28. 9.21 原案可決

議案第83号 市道の路線の認定について 28. 9. 6 28. 9.21 原案可決

議案第84号 市道の路線の変更について 28. 9. 6 28. 9.21 原案可決

議案第85号 市道の路線の廃止について 28. 9. 6 28. 9.21 原案可決

議案第86号 訴えの提起について 28. 9. 6 28. 9.21 原案可決

議案第87号 土浦市教育委員会教育長の任命の同意について 28. 9.21 28. 9.21 原案同意

議案第88号 土浦市教育委員会委員の任命の同意について 28. 9.21 28. 9.21 原案同意

認定第１号 平成２７年度土浦市歳入歳出決算の認定について 28. 9.21 28. 9.21 継続審査

認定第２号 平成２７年度土浦市水道事業会計決算の認定について 28. 9.21 28. 9.21 継続審査

報告第37号 平成２７年度決算に基づく健全化判断比率の報告について 28. 9.21 28. 9.21 報　　告

報告第38号 平成２７年度決算に基づく資金不足比率の報告について 28. 9.21 28. 9.21 報　　告

報告第39号 平成２６年度決算に基づく健全化判断比率の修正について 28. 9.21 28. 9.21 報　　告

土浦市議会決算特別委員会の設置について 28. 9.21 28. 9.21 原案可決

土浦市議会決算特別委員会委員の選任について 28. 9.21 28. 9.21 選　　任

委 員 会 提 出
議案第４号 「所得税法第５６条」の見直しを求める意見書について 28. 9.21 28. 9.21 原案可決

委 員 会 提 出
議案第５号 教育予算の拡充を求める意見書について 28. 9.21 28. 9.21 原案可決

閉会中の事務調査について 28. 9.21 28. 9.21 原案可決

※色付き部分は賛否が分かれた案件

議案等議決結果

各議員の議案等に対する賛否の状況
議員名

議案名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26 27 28
賛　
　
成

反　
　
対

採
決
結
果

平
石　
勝
司

吉
田
千
鶴
子

荒
井　
　
武

福
田　
一
夫

井
上　
圭
一

久
松　
　
猛

勝
田　
達
也

塚
原　
圭
二

島
岡　
宏
明

今
野　
貴
子

下
村　
壽
郎

鈴
木　
一
彦

小
坂　
　
博

篠
塚　
昌
毅

柴
原
伊
一
郎

海
老
原
一
郎

栁
澤　
　
明

矢
口　
　
清

吉
田　
博
史

寺
内　
　
充

川
原
場
明
朗

竹
内　
　
裕

内
田　
卓
男

矢
口　
迪
夫

折
本　
　
明

沼
田　
義
雄

松
本　
茂
男

受理番号８
「所得税法56条」の
見直しを求める請願
書の委員長報告(採択)
に対して

× × × × ○ ○ × × ○ ○ × × × × ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 15 11
可　
決

受理番号10
土浦・荒川沖駅前及
び市庁舎近辺区域を
路上喫煙禁止区域へ
の陳情書の委員長報
告(不採択）に対して

○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 22 4
可　
決

委員会提出議案第４号
所得税法第56条の見
直しを求める意見書
の提出について

× × × × ○ ○ × × ○ ○ × × × × ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 15 11
可　
決

賛成…○　反対…×　※賛否が分かれた案件のみを掲載。　※議長（矢口清）は採決に加わらない。
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Ａ
【
市　
長
】

　

近
年
の
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
等
の
進
行
に
伴
い
、

税
収
の
減
少
と
と
も
に
扶
助

費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
か
つ

適
切
な
運
用
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

国
の
聖
域
な
き
構
造
改
革

に
よ
り
、
公
立
保
育
所
の
運

営
費
の
市
町
村
負
担
が
増
加

し
ま
し
た
が
、
社
会
福
祉
法

人
や
学
校
法
人
が
運
営
す
る

私
立
保
育
園
の
運
営
費
用
及

び
施
設
整
備
費
は
従
来
通
り

国
・
県
の
交
付
金
が
交
付
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

本
市
の
公
立
保
育
所
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
老
朽
化
や
経

営
経
費
の
公
私
間
格
差
な

ど
、
運
営
の
抜
本
的
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
と
の
視
点
か

ら
、
平
成
26
年
度
に
学
識
経

験
者
や
私
立
保
育
所
・
幼
稚

園
の
代
表
者
で
構
成
す
る「
土

浦
市
公
立
保
育
所
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、

公
設
民
営
化
、
私
立
事
業
者

へ
の
移
管
等
、
民
間
活
力
導

入
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
討

Ａ
【
教
育
部
長
】

教
育
委
員
会
で
策
定
し
た

「
市
立
幼
稚
園
の
再
編
計
画
」

は
、
幼
稚
園
教
育
全
体
を
私

立
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園

に
託
す
こ
と
で
、
幼
児
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め
子
供
た

ち
が
切
磋
琢
磨
で
き
る
環
境

の
確
保
な
ど
、
就
学
前
教
育

し
、
円
滑
に
導
入
す
る
た
め

の
保
育
運
営
等
に
関
す
る
事

業
計
画
の
整
理
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
と
の
提
言
を
受
け

ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
を
受
け
、
昨
年

度
に
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
社
会
を
見
据
え
た
今
後
10

年
間
の
民
間
活
力
導
入
に
向

け
て
の
「
公
立
保
育
所
民
間

活
力
導
入
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
保
育
の
原

則
で
あ
る
「
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
」
を
考
慮
し
た
上
で
、

限
ら
れ
た
財
源
・
人
材
等
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
、
本

市
の
子
育
て
施
策
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ

り
、
民
間
活
力
導
入
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る

と
の
結
論
か
ら
策
定
し
た
も

の
で
あ
り
、
計
画
の
実
施
に

つ
い
て
、
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
旧
協
同
病
院
へ
の
診
療
所

開
設
計
画
、
旧
病
棟
解
体

計
画
、
跡
地
利
用
計
画
、

老
人
施
設
開
設
計
画
及
び

通
院
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行

再
開
要
請
等
に
つ
い
て
病

院
側
と
協
議
を
。

す
。私

立
幼
稚
園
協
会
に
対
し

て
は
、
支
援
を
要
す
る
園
児

に
つ
い
て
、
詳
細
調
査
へ
の

協
力
依
頼
や
今
後
の
連
携
な

ど
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
連
携
体
制
の
確

立
に
向
け
て
市
立
幼
稚
園
と

私
立
幼
稚
園
が
互
い
に
そ
れ

ぞ
れ
の
状
況
を
認
め
合
い
、

再
編
に
伴
う
ス
ム
ー
ズ
な
移

行
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
定
期

的
な
協
議
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
立
幼
稚
園
と

私
立
幼
稚
園
の
先
生
方
に
、

各
々
の
園
を
公
開
し
て
視
察

研
修
を
実
施
し
相
互
理
解
を

深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
６
月
議
会
で
可
決
と

な
っ
た
土
浦
市
立
学
校
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
文
教

厚
生
委
員
会
で
の
審
査
で
、

土
浦
幼
稚
園
並
び
に
新
治
幼

稚
園
の
２
園
の
廃
止
等
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
慎
重
に
計

画
を
進
行
す
べ
き
と
付
帯
決

議
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
支
援

を
要
す
る
園
児
の
受
け
入
れ

や
市
の
指
導
体
制
の
確
立
等

も
踏
ま
え
て
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
土
浦
市
行
財
政
改
革
大
綱

の
考
え
方
と
進
め
て
い
く

上
で
の
問
題
に
つ
い
て

・
放
射
性
物
質
指
定
廃
棄
物

の
保
管
状
況
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て

持
っ
て
街
を
歩
き
回
る
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
す
。

本
市
で
は
「
川
口
運
動
公

園
」
や
「
亀
城
公
園
」、「
水

郷
公
園
」
な
ど
の
公
共
施
設

を
は
じ
め
、
多
く
の
地
区
で
数

多
く
の
「
ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
」
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
の
報
告
事
例
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
ポ
ケ
ス
ト
ッ

プ
」
周
辺
地
区
で
は
ゲ
ー
ム
に

集
中
し
す
ぎ
る
あ
ま
り
ゲ
ー

ム
プ
レ
イ
中
の
わ
き
見
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
の
発
生
や
立

入
禁
止
区
域
へ
の
侵
入
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
が
相
次
い
だ
こ
と
か

ら
、
最
近
で
は
、
ゲ
ー
ム
運
営

側
に「
ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
の
削
除
」

や
「
ポ
ケ
モ
ン
が
現
れ
な
い
よ

う
な
設
定
変
更
」
を
申
し
入

れ
る
動
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。

「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
に
起
因

す
る
事
件
や
事
故
に
対
す
る

安
全
対
策
と
し
て
、
本
市
で

に
必
要
な
環
境
の
充
実
を
目

指
す
た
め
、
市
内
に
５
園
あ

る
市
立
幼
稚
園
の
う
ち
、
土

浦
第
二
幼
稚
園
、
都
和
幼
稚

園
及
び
大
岩
田
幼
稚
園
の
３

園
を
平
成
30
年
３
月
末
に
廃

止
し
て
、
平
成
34
年
３
月
末

に
は
、
土
浦
幼
稚
園
と
新
治

幼
稚
園
も
廃
止
す
る
も
の
で

す
。現

在
、
市
教
育
委
員
会
で

は
、
６
月
議
会
に
お
け
る
審

議
内
容
を
踏
ま
え
、
適
正
配

置
の
実
施
に
向
け
、
土
浦
地

区
私
立
幼
稚
園
協
会
と
話
し

合
い
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
（
８
月
中
旬
号
）

で
は
、
市
民
の
皆
様
等
に
対

し
再
編
計
画
に
つ
い
て
の
周

知
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

Ａ
【
市
民
生
活
部
長
】

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ゲ
ー
ム

ア
プ
リ
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
は
、

位
置
情
報
や
カ
メ
ラ
機
能
を

活
用
と
し
た
ゲ
ー
ム
で
、
ポ

ケ
モ
ン
を
探
す
た
め
に
「
ポ
ケ

ス
ト
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
ゲ
ー

ム
の
中
で
使
用
す
る
道
具
が

入
手
で
き
る
場
所
に
立
ち
寄

り
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

は
、
国
内
で
の
ア
プ
リ
配
信
前

か
ら
、
国
や
県
の
情
報
提
供

を
も
と
に
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」

の
危
険
性
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、
学
校
を

通
じ
て
注
意
喚
起
を
行
う
と

と
も
に
、
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
に
気
を
つ
け
て
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
よ
う
な
周
知

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
同
様
の
サ
ー
ビ
ス

が
新
た
に
登
場
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
市
民
の

安
心
・
安
全
の
た
め
積
極
的

な
情
報
収
集
と
調
査
研
究
を

進
め
、
土
浦
警
察
署
と
も
十

分
に
協
議
を
行
い
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
安
全
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・「
い
ば
ら
き
教
育
プ
ラ
ン
」

策
定
後
の
本
市
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
。

一一一一一一一一一

質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般

一
般
質
問
と
は
　
　
市
政
一
般
に
つ
い
て
市
長
な
ど
の
執
行
部
の
考
え
、
方
針
を
質
問
す
る
こ

と
で
す
。
議
会
だ
よ
り
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
を
一
つ
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
今
定
例
会
で
は
、
１
名
の
議
員
が
、「
一
問
一
答
方
式
」
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
質

問
に
つ
い
て
も
１
回
目
の
質
問
時
の
答
弁
を
掲
載
し
ま
す
。

竹　内　　裕
＜一括質問＞

Ｑ　

市
立
保
育
所
民

営
化
計
画
は
中
止
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ｑ　

市
立
幼
稚
園
廃

園
計
画
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

Ｑ　

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ

「
ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
」

集
中
地
区
の
現
状

認
識
と
安
全
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

久　松　　猛
＜一問一答＞

鈴　木　 一　彦
＜一括質問＞

議
会
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か

土
浦
市
議
会
で
は
、
様
々
な
方

法
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

①
議
会
・
委
員
会
の
傍
聴

②
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信

④
会
議
録
の
閲
覧

⑤
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行

【
委
員
会
提
出
議
案
第
４
号
・
第
５
号
】

●
委
員
会
提
出
議
案
第
４
号　
「
所
得
税
法
第
56
条
」
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

●
委
員
会
提
出
議
案
第
５
号　

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

　

４
・
５
号
は
、
請
願
及
び
陳
情
事
項
に
つ
い
て
、
市

議
会
か
ら
意
見
書
を
関
係
省
庁
等
に
提
出
し
て
ほ
し
い

と
の
請
願
及
び
陳
情
を
受
け
、所
管
委
員
会
で
審
議
し
、

採
択
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
本
会
議
に
上
程
。
本
会
議
に

お
い
て
も
可
決
さ
れ
た
た
め
、
意
見
書
を
送
付
し
た
も

の
で
す
。

①
議
会
・
委
員
会
の
傍
聴

　
【
議
員
の
生
の
声
が
聞
け
ま
す
】

　

受
付
時
に
氏
名
等
を
記
入
す
る
だ
け
で
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
議
員
の
熱
い
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

②
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
【
市
議
会
の
情
報
が
満
載
で
す
】

　

議
会
に
つ
い
て
の
情
報
を
幅
広
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信

　
【
あ
の
議
員
の
質
問
内
容
や
答
弁
を
聞
き
た
い
時
に
】

　

②
か
ら
「
本
会
議
録
画
配
信
」
を
選
択
す
る
と
、
議

員
名
等
か
ら
検
索
で
き
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
会
議
録
の
閲
覧

　
【
議
会
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
の
確
認
】

　

市
立
図
書
館
や
支
所
・
出
張
所
を
は
じ
め
、
各
中
学

校
区
の
公
民
館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行

　
【
議
会
の
出
来
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
】

　

各
定
例
会
が
閉
会
し
た
約
２
ヶ
月
後
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

【一括質問一括答弁方式と一問一答方式の違い】
一括質問一括答弁 一問一答

持ち時間 90分 60分

質問回数 ３回 無制限

方　式

①質問事項をまとめ
て質問する。

↓
②市長（執行部）が
質問された事項を
まとめて答弁

↓
③答弁に対し、改め
て聞きたい場合再
度質問する。

↓
④再質問されたこと
について市長（執
行部）が答弁

それぞれの質問事項
ごとに質問と答弁を
行うこととし、質問
時間内であれば何度
でも質問することが
できる。
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Ａ
【 

産
業
部
長 

】

本
市
の
竹
林
の
面
積
は
、

平
成
23
年
度
茨
城
県
作
成
の

霞
ヶ
浦
地
域
森
林
計
画
書
に

よ
る
と
、
72
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
お
り
、
放
置
竹
林
の

正
確
な
状
況
は
把
握
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
平
成
23
年
の

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島

原
発
事
故
に
起
因
す
る
、
放

射
性
物
質
の
影
響
な
ど
も
あ

り
、
本
年
７
月
13
日
に
出
荷

自
粛
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、

タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
が
制
限
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
放
置
竹
林
の
面
積
は
、

さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
も
の

Ａ
【 

建
設
部
長 

】

本
市
の
水
道
料
金
等
徴

収
業
務
共
同
発
注
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
度
に
土
浦

市
・
か
す
み
が
う
ら
市
・
稲

敷
市
・
阿
見
町
・
美
浦
村
の

５
市
町
村
の
上
下
水
道
課
長

海老原　一　郎
＜一括質問＞

福　田　一　夫
＜一括質問＞

Ａ
【
保
健
福
祉
部
長
】

　

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
は
、
平
成
28
年
６
月
の

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
に
よ
り
、

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら

定
期
接
種
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
期
接
種
の
内
容
は
、
平

成
28
年
４
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
を
対
象
者
に
、

１
歳
に
な
る
ま
で
に
計
３
回

の
接
種
を
す
る
も
の
で
、
全

荒　井　　武
＜一括質問＞

Ｑ　

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
除

外
児
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

Ｑ　

水
道
事
業
に
つ

い
て

　

水
道
料
金
等
徴
収

業
務
共
同
発
注
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

及
び
担
当
者
に
よ
る
勉
強
会

を
立
ち
上
げ
、
計
５
回
に
わ

た
っ
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
で

す
。こ

の
結
果
、
美
浦
村
及
び

稲
敷
市
は
、
委
託
す
る
業

務
量
が
少
な
く
、
メ
リ
ッ
ト

も
少
な
い
と
の
理
由
で
共
同

委
託
へ
の
参
加
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
か
す
み
が

う
ら
市
・
阿
見
町
に
お
い
て

は
、
受
託
者
が
両
市
町
の
業

務
を
１
つ
の
営
業
所
で
行
う

こ
と
を
承
認
す
る
と
い
う
項

目
を
盛
り
込
ん
で
、
共
同
発

注
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。本

市
の
場
合
、
平
均
調

定
件
数
が
か
す
み
が
う
ら

市
・
阿
見
町
の
合
計
件
数

の
２
倍
近
い
件
数
が
あ
る
こ

と
か
ら
慎
重
に
検
討
を
し
た

と
こ
ろ
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
受
託
者
が
１
つ
の
営
業

所
で
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ

り
人
員
の
削
減
な
ど
経
費
の

圧
縮
に
伴
う
委
託
料
の
低
減

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
同
時

に
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く

の
で
は
な
い
か
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
、
今
回

の
共
同
発
注
へ
の
参
加
を
見

送
り
ま
し
た
。

現
在
、
経
費
削
減
に
つ
い

て
委
託
業
者
と
の
協
議
を
重

ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

引
き
続
き
、
今
後
の
入
札
・

契
約
に
つ
い
て
は
他
市
町
村

と
の
共
同
発
注
も
含
め
、
よ

り
よ
い
方
法
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願

い
た
い
。

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

茨
城
県
で
は
、
都
市
化
の

進
展
な
ど
に
よ
り
、
平
地
林
・

里
山
林
の
減
少
・
荒
廃
が
進

行
し
、
森
林
の
水
源
涵
養
機

能
と
い
っ
た
公
益
的
機
能
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
荒
廃
し
た
森
林
の

整
備
・
保
全
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
20
年
度
に
森

林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
た

「
身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進

事
業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
こ
の
「
身
近

な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
」

を
活
用
し
て
、
放
置
竹
林
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
も
事
業
の

周
知
に
努
め
な
が
ら
、
放
置

Ｑ　

土
浦
市
の
放
置

竹
林
に
つ
い
て

　
放
置
竹
林
の
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
【
建
設
部
長
】

　

本
市
に
お
け
る
雨
水
排

水
対
策
で
す
が
、
公
共
下
水

道
（
雨
水
）
事
業
と
都
市
下

水
路
事
業
の
２
事
業
に
よ
る

整
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
（
雨
水
）

事
業
で
は
、
土
浦
駅
周
辺
地

区
に
８
箇
所
の
雨
水
ポ
ン
プ

場
及
び
雨
水
管
渠
を
整
備

し
、都
市
下
水
路
事
業
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
47
路
線
の
都
市

勝　田　達　也
＜一括質問＞

額
公
費
負
担
と
な
る
も
の
で

す
。

　

接
種
対
象
年
齢
を
１
歳

未
満
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、

医
学
的
な
見
地
、
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
、
財
源
の
捻
出
、
費

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
水
道
事
業
に
つ
い
て

・
水
道
事
業
の
今
後
の
方

向
は
。

・
阿
見
・
住
吉
地
区
の
阿

見
町
移
管
に
つ
い
て
。

・
契
約
水
量
に
つ
い
て
。

・
市
庁
舎
移
転
１
年
を
経

て
の
成
果
と
課
題
に
つ
い

て
。

用
対
効
果
等
、
総
合

的
に
検
討
さ
れ
た
結
果

と
の
こ
と
で
す
。

　

標
準
的
な
接
種
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
一

般
的
な
ワ
ク
チ
ン
デ

ビ
ュ
ー
で
あ
る
生
後
２

か
月
か
ら
生
後
９
か
月

に
至
る
ま
で
に
３
回
接

種
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

平
成
28
年
10
月
か

ら
接
種
開
始
と
な
る
こ

と
か
ら
、
本
年
４
月
１

日
以
降
に
生
ま
れ
た
乳

児
に
つ
い
て
は
、
接
種

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
き
び

し
い
た
め
、
３
回
接
種

を
確
保
で
き
る
よ
う
救
済

措
置
を
講
ず
る
予
定
で
す
。

　

議
員
か
ら
ご
質
問
の
あ
っ

た　

１
歳
児
か
ら
３
歳
児

ま
で
の
定
期
接
種
除
外
児

は
約
３
千
400
人
で
す
。

　

０
歳
で
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ

下
水
路
の
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
貫
都
市
下

水
路
及
び
神
立
都
市
下
水

路
や
、
河
川
改
修
が
未
整

備
の
乙
戸
川
周
辺
地
区
並
び

に
水
路
が
未
改
修
で
あ
る

神
立
駅
周
辺
や
木
田
余
地

区
等
も
住
宅
浸
水
や
道
路

の
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。 

　

道
路
等
の
冠
水
時
に
お

け
る
対
応
と
し
て
は
、
台
風

の
接
近
や
豪
雨
な
ど
の
気
象

情
報
に
基
づ
き
、
事
前
パ
ト

ロ
ー
ル
に
よ
り
水
路
の
支
障

物
の
撤
去
・
清
掃
等
の
対
策

を
行
い
、
豪
雨
時
に
つ
い
て

も
冠
水
箇
所
の
通
行
止
め

等
、
早
期
の
交
通
規
制
を

行
う
と
と
も
に
家
屋
浸
水

等
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
に
つ

い
て
は
、
土
の
う
積
み
な
ど

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

水
路
が
溢
れ
た
時
の
安

全
対
策
と
し
て
は
、
危
険
箇

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導

入
の
可
能
性
に
つ
い
て
。

・
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
の
土
浦
市
部
分
の

整
備
状
況
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
。　

所
等
へ
注
意
喚
起
を
促
す

道
路
冠
水
予
告
の
看
板
や
、

冠
水
時
で
も
水
路
と
道
路

の
位
置
が
判
別
で
き
る
反
射

板
の
付
い
た
視
線
誘
導
標

を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

未
整
備
水
路
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
な
改

修
工
事
を
進
め
る
ほ

か
、
一
部
区
間
が
未

改
修
と
な
っ
て
い
る

流
末
河
川
に
つ
い
て

も
河
川
管
理
者
の

茨
城
県
へ
整
備
要
望

を
継
続
し
、
豪
雨
に

よ
る
道
路
冠
水
等

の
対
策
に
あ
た
っ
て

は
、
県
や
警
察
と
の

連
絡
体
制
を
一
層
密

に
し
、
安
全
体
制
を

確
保
す
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
願
い
た

い
。

竹
林
対
策
に
対
応
し
て
参
り

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
放
置
竹
林
の
状
況
に
つ
い

て

100
％
の
乳
児
に
Ｂ
型
肝
炎

の
十
分
な
抗
体
が
つ
く
ら
れ

ま
す
が
、
10
代
で
あ
っ
て
も

90
％
以
上
の
方
に
十
分
な
抗

体
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
は
何

歳
ま
で
で
も
受
け
る
こ
と
が

可
能
な
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
の

で
３
歳
児
ま
で
を
対
象
と
す

る
根
拠
は
難
し
く
、
１
歳
以

上
の
幼
児
・
児
童
に
つ
い
て

は
、
従
来
通
り
、
任
意
接

種
で
の
対
応
と
し
、併
せ
て
、

１
歳
以
上
の
幼
児
・
児
童
へ

の
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

健
康
診
査
や
育
児
相
談
な

ど
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
啓

発
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
障
害
者
差
別
解
消
法

Ｑ　

雨
水
排
水
路
の

整
備
状
況
と
増
水

時
の
危
険
個
所
及

び
安
全
対
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

寄附の禁止につい
て

政治家（候補者、立候補予
定者、現に公職にある者）
が選挙区内の人にお金や物
を贈ることは、政治家本人
が出席する場合の結婚祝い
や香典などの特定の場合を
除き、法律で禁止されてい
ます。有権者が求めてもい
けません。

×
贈らない

求めない

受け取らない
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Ａ
【
都
市
整
備
部
長
】

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
は
、
平
成
22
年
に
策
定
し

Ａ
【
市
民
生
活
部
長
】　

　

日
本
で
は
、
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

食
べ
物
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ

ス
」
が
年
間
632
万
ト
ン
に
も

上
り
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す

こ
と
は
、
今
後
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
市
の
具
体
的
な
取

り
組
み
と
し
て
は
、
食
品
ロ

ス
削
減
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
配

布
し
た
り
、
小
学
校
や
町
内

会
等
へ
の
出
前
講
座
、
料
理

教
室
、
生
ご
み
処
理
施
設
の

見
学
会
の
実
施
や
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
記
事
掲

載
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
を
始
め
事

業
者
の
方
々
へ
の
啓
発
に
努

め
る
と
と
も
に
、
事
業
展
開

を
図
っ
て
い
き
た
い
の
で
、

ご
理
解
願
い
た
い
。

Ａ
【
教
育
部
長
】

　

教
育
施
設
に
お
け
る
食
品

ロ
ス
削
減
の
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
学
校
給
食
で

食
材
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

生
産
者
と
の
触
れ
合
い
等
を

通
し
て
食
に
関
す
る
理
解
や

感
謝
の
気
持
ち
を
育
て
、
食

の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
一
層
、

理
解
を
深
め
る
食
育
の
推
進

を
図
り
、
学
校
給
食
に
お
け

る
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
継
続

し
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

井　上　圭　一
＜一括質問＞

吉　田　千鶴子
＜一括質問＞

Ｑ　
土
浦
市
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
交
通
の
展
望
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ｑ　

食
品
ロ
ス
削
減

に
向
け
て
の
取
り
組

み
仮
称
「
も
っ
た
い

な
い
み
ん
な
で
減
ら

そ
う
食
品
ロ
ス
」
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
【
総
務
部
長
】

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
原

因
と
さ
れ
る
異
常
気
象
に
よ

り
、
集
中
豪
雨
な
ど
予
測
困

難
な
自
然
災
害
が
多
発
し
て

お
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
本
年

８
月
の
台
風
で
は
、
住
家
損

傷
や
倒
木
の
被
害
の
ほ
か
、

農
作
物
に
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

現
在
、
本
市
で
は
、
悪
天

候
時
の
災
害
予
測
は
、
降
水

分
布
を
30
分
先
ま
で
予
測
で

き
る
気
象
庁
の
情
報
や
、
県

土
木
事
務
所
や
霞
ケ
浦
河

川
事
務
所
か
ら
の
河
川
情
報
、

県
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
の
県
内
の
災
害
情
報
な

ど
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
を

参
考
に
、
市
域
に
災
害
の
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
防
災

行
政
無
線
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

防
災
情
報
メ
ー
ル
や
エ
リ
ア

メ
ー
ル
等
を
用
い
て
市
民
の

皆
様
等
に
情
報
発
信
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員
か
ら
紹
介
が
あ
っ
た

気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
「
ポ
テ

カ
」
は
、
市
内
に
機
器
を
複

数
設
置
す
る
こ
と
で
、
設
置

地
点
の
気
温
や
気
圧
・
雨
量

な
ど
の
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
リ
ア
ル
タ

イ
ム
は
見
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
集
中
豪
雨
予
測
は
、

現
時
点
で
は
、
で
き
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

下　村　壽　郎
＜一括質問＞

今
後
訪
れ
る
災
害
に
向
き

合
い
減
災
を
図
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
多
様
化
・
複
雑
化

し
て
い
る
気
象
情
報
を
出
来

る
だ
け
正
確
に
分
析
・
予
測

し
、
い
ち
早
く
市
民
の
皆
様

に
発
信
、
提
供
す
る
と
い
う

こ
と
が
一
番
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
気
象
庁
な
ど

国
や
県
か
ら
の
情
報
収
集
に

努
め
る
ほ
か
、
新
た
な
予
測

シ
ス
テ
ム
な
ど
も
研
究
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ポ
テ
カ
」

も
含
め
新
時
代
の
観
測
機

器
・
シ
ス
テ
ム
の
研
究
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
水
郷
体
育
館
空
調
設
備
設

置
に
つ
い
て
。

た
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
の
中
で
、
公
共
交
通
不

便
地
域
の
解
消
を
目
的
と
位

置
づ
け
、
平
成
23
年
10
月
か

ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
新
治

地
区
で
試
験
運
行
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
試
験
運
行
結
果
を
踏

ま
え
、
平
成
26
年
度
に
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
導
入
の
手

引
き
」
を
作
成
し
、
導
入
の

た
め
の
相
談
窓
口
を
都
市
計

画
課
に
設
け
て
お
り
ま
す
。

手
引
き
に
お
い
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
導
入
の
条

件
を
、
①
導
入
を
希
望
す
る

地
域
が
公
共
交
通
不
便
地
域

で
あ
る
こ
と
、
②
運
行
す
る

地
区
に
お
い
て
運
営
委
員
会

を
組
織
す
る
こ
と
、
③
運
行

経
費
等
の
３
割
以
上
を
運
賃

収
入
及
び
地
元
の
負
担
で
確

保
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

市
は
運
営
委
員
会
に
助
言
を

行
い
協
力
し
な
が
ら
円
滑
な

進
行
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
本
市
が
補
助
・
助

成
を
行
っ
て
い
る
公
共
交
通

に
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

を
目
的
と
し
た
「
キ
ラ
ラ

ち
ゃ
ん
バ
ス
」、
高
齢
者
の

移
送
を
目
的
と
し
た
「
の
り

あ
い
タ
ク
シ
ー
土
浦
」、
土

浦
駅
～
玉
造
駅
間
を
運
行
す

る
「
霞
ヶ
浦
広
域
バ
ス
」
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
公
共
交
通
の
運

行
経
費
に
占
め
る
運
賃
収
入

等
の
割
合
は
、
い
ず
れ
も
３

割
を
超
え
て
お
り
、
一
定
割

合
の
受
益
者
負
担
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
通
に
つ
い
て
も
、

試
験
運
行
を
含
め
て
、
運
行

経
費
等
の
３
割
を
運
賃
収
入

及
び
地
元
負
担
金
で
確
保
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
元
負

担
金
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
通
を
導
入
す
る
う

え
で
地
域
の
方
も
非
常
に
不

安
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
の

で
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
も

導
入
前
の
需
要
調
査
結
果
を

注
視
し
な
が
ら
適
切
な
助
言

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
つ
く
ば
市
の
公
共
交
通
の

実
態

Ａ
【
市
長
】

本
市
に
お
け
る
災
害
時
の

避
難
所
は
、
災
害
対
策
基
本

法
に
基
づ
き
、
住
民
等
を
災

害
の
危
険
性
が
な
く
な
る
ま

で
一
時
的
に
滞
在
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
防
災
倉

庫
な
ど
の
備
え
が
あ
る
市
内

28
の
小
中
学
校
を
「
指
定
避

難
所
」
と
し
て
、
ま
た
、
危

険
が
切
迫
し
た
状
況
に
お
い

て
、
住
民
等
が
緊
急
に
避
難

す
る
際
の
避
難
先
と
し
て
、

公
民
館
や
公
園
な
ど
を
「
指

定
緊
急
避
難
場
所
」
と
し
て

位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。 松　本　茂　男

＜一括質問＞

Ｑ　

災
害
時
の
避
難

場
所
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

議
員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

身
近
な
場
所
に
あ
る
耐
震
基

準
を
満
た
し
た
民
間
施
設
を

一
時
的
に
避
難
所
と
利
用
す

る
こ
と
は
、
巨
大
地
震
等
の

際
に
は
、
落
下
物
や
窓
ガ
ラ

ス
の
飛
散
、
室
内
の
什
器
の

転
倒
、
エ
レ
ベ
ー
タ
の
故
障

等
に
よ
る
２
次
災
害
に
被
災

す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
ま
た
、
避
難
場

所
が
分
散
す
る
こ
と
に
よ
り

安
否
確
認
や
食
料
供
給
等
の

支
援
が
困
難
に
な
る
こ
と
，

さ
ら
に
は
事
態
が
悪
化
し
た

場
合
に
救
出
救
助
に
支
障
を

来
た
す
等
の
理
由
か
ら
、
緊

急
避
難
場
所
と
し
て
は
好
ま

し
く
な
い
と
考
え
ま
す
。

発
災
時
に
切
迫
し
て
身
の

危
険
を
感
じ
た
時
は
、
ま
ず

は
、
屋
外
の
空
き
地
な
ど
に

一
時
退
避
し
、
安
全
の
確
認

が
で
き
た
後
に
、
食
料
や
飲

料
水
の
備
え
が
あ
り
、
生
活

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
指

定
避
難
所
へ
移
動
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
現
時
点
で

は
、
一
番
安
全
で
有
効
な
避

難
の
あ
り
方
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
，
ご
理
解

願
い
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
女
性
活
躍
推
進
法
に
つ
い
て

・
第
85
回
土
浦
全
国
花
火
競

技
大
会
に
つ
い
て

・
市
道
Ⅰ
級
17
号
線
に
つ
い
て

で
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

Ａ
【
総
務
部
長
】

　

本
市
の
災
害
用
の
備
蓄
食

品
は
、
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
最
大
避
難
者
数
を
基
本

に
、
帰
宅
困
難
者
も
想
定

し
、
合
計
約
２
千
800
人
が
１

日
３
食
を
食
し
、
３
日
間
を

過
ご
せ
る
量
を
確
保
す
べ
く

年
次
計
画
で
備
蓄
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

消
費
期
限
が
少
な
く
な
っ

た
備
蓄
食
品
は
、
総
合
防
災

訓
練
や
防
災
講
演
会
等
の
際

に
市
民
に
提
供
し
、
防
災
意

識
の
啓
発
を
図
る
等
、
食
品

の
廃
棄
は
出
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
余
剰
が
出
た
際

な
ど
に
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク

へ
の
提
供
も
検
討
し
無
駄
の

な
い
災
害
備
蓄
体
制
を
構
築

Ｑ　

局
地
的
豪
雨
な

ど
に
対
応
す
る
気

象
観
測・
予
測・
情

報
配
信
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

Tsuchiura City Assembly News
市議会の模様は、土浦ケーブルテレビで

議会初日翌週の月曜日から、

午後10時～11時まで
順次放送予定です。

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
，
ご

理
解
願
い
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・「
花
」
ま
ち
づ
く
り
で
土
浦

市
の
「
お
も
て
な
し
」・「
魅

力
度
ア
ッ
プ
」
に
つ
い
て
。

　市議会は市民参加の開かれたまちづくりのため、市民一人ひとりの声を
市政に反映させる役割を担っています。
　市議会議員と市長は、４年に一度、市民の皆さまの選挙によって選ばれ、
市民の代表として市政の運営を任されています。
　市長は選挙公約などで打ち出した政策を進めるため、また住み良いまち
づくりを進めるために、予算や条例などの案を作り、市議会議員は市民の
皆さまの代表として、その案を慎重に審査し、決定しています。
　これは市議会の基本的な権限である議決権であり、予算や条例を決定す
る権限になることから、市長は議会の議決に従って仕事（市政）を進めて
行きます。
　このようなことから、市議会を「議決機関」、市長を「執行機関」と呼び、
互いにけん制し協力し合いながら均衡を保ちつつ、同じ目的である市政の
発展のために活動しています。

市議会のしくみ



このように使いました　平成２７年度　政務活動費収支報告
※政務活動費については、平成27年５月から平成28年３月
　までの11か月分（改選のため）

土浦市議会だより　Vol.223　平成 28年 11月 15日発行　⑥

◎荒井　武、福田一夫、〇吉田千鶴子、平石勝司 ◎久松　猛、○井上圭一

◎柴原伊一郎、○鈴木一彦 ◎矢口迪夫、松本茂男、沼田義雄、内田卓男、川原場明朗、
矢口　清、小坂　博、○島岡宏明

◎○柏村忠志
（Ｈ27年11月１日退職の
ため10月までの６か月分）

【収支報告書】
収入 1,100,000 円
支出 744,748 円
　調査研究費 341,460 円
　資料購入費 351,162 円
　事務所費 52,126 円

残額 355,252 円

【会派視察一覧】
月 日 視察先 視察内容

11

16 宮崎県
宮崎市

次世代に重荷を背負わせな
い公共施設経営について

17 宮崎県
都城市

六次産業化推進事業につい
て

18 鹿児島県鹿児島市
ジオパークの取り組みにつ
いて

2
17 静岡県

伊東市 いとう創造大賞について

18 静岡県
下田市

観光まちづくり推進計画に
ついて

【収支報告書】
収入 550,000 円
支出 481,872 円
　研修費 111,543 円
　広報費 171,631 円
　資料購入費 134,563 円
　事務所費 64,135 円

残額 68,128 円

【会派視察一覧】
月 日 視察先 視察内容

7

25

石川県
金沢市

自治体学校in金沢
戦後70年、憲法が輝くホン
モノの地方自治を学ぶ

26

27

【収支報告書】
収入 550,000円
支出 235,573円
　調査研究費 95,620円
　資料購入費 122,340円
　事務所費 17,613円

残額 314,427円

【会派視察一覧】
月 日 視察先 視察内容

10

26 長崎県雲仙市
ファサード整備事業
（雲仙古湯地区街並
み整備事業）について

27 長崎県島原市
地域児童見守りシス
テム事業について

28 佐賀県嬉野市
嬉野総合運動公園
（みゆき公園について）

【収支報告書】
収入 2,200,000	円
支出 1,933,437	円
　調査研究費 1,440,730円
　資料購入費 465,245円
　事務所費 27,462円

残額 266,563円

【会派視察一覧】
月 日 視察先 視察内容

6

23 北海道札幌市
札幌子どもアシスト
センターについて

24 北海道石狩市
石狩地区地域防災施
設について

25 北海道小樽市
小樽観光大学校及び
案内人制度について

11

16 宮崎県宮崎市
次世代に重荷を背負
わせない公共施設経
営について

17 宮崎県都城市
六次産業化推進事業
について

18 鹿児島県鹿児島市
ジオパークの取り組
みについて

8
21 岐阜県岐阜市

子ども・若者総合支
援センターについて

22 岐阜県各務原市
各務原ブランド推進
事業について

【収支報告書】
収入 150,000円
支出 153,875円
　広報費 129,600円
　資料購入費 24,275円

△自己負担額 3,875円
残額 0円

公明党土浦市議団

新　　風　　会 創　　政　　会

日本共産党土浦市議団

市民ネット21

◆
政
務
活
動
費
と
は
…

　

議
員
の
調
査
研
究
や
そ

の
他
の
活
動
に
必
要
な
経

費
の
一
部
と
し
て
交
付
さ

れ
る
も
の
で
す
。

◆
交
付
額
は
い
く
ら
？

　

議
員
一
人
あ
た
り
月
額

２
万
５
千
円
、
年
額
で

30
万
円
で
す
。
会
派
の
場

合
、
こ
の
金
額
に
議
員
数

を
乗
じ
た
額
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

　

土
浦
市
議
会
政
務
活
動

費
の
交
付
に
関
す
る
条
例

で
は
、
所
属
議
員
が
一
人

で
も
会
派
と
し
て
認
め
て

い
ま
す
。

◆
議
員
が
年
度
途
中
に
会

派
を
抜
け
た
場
合
や
新
た

に
結
成
し
た
場
合
の
扱
い

は
？

　

議
員
が
会
派
を
脱
退
し

た
場
合
、
脱
退
し
た
日
の

翌
月
分
か
ら
３
月
分
ま
で

を
返
還
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
市
民

ネ
ッ
ト
21
の
議
員
が
11
月

１
日
に
退
職
し
た
た
め
、

11
月
か
ら
３
月
ま
で
の

５
ヵ
月
分
12
万
５
千
円
を

返
還
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
結
成
し

た
場
合
は
結
成
し
た
翌
月

か
ら
３
月
分
ま
で
の
額
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

土浦市を元気にするために
他市の事例を学んできました！

○都市建設委員会【５月18日（水）～20日（金）】
視察先 視　察　内　容

沖縄県糸満市 武富地区土地区画整理事業について
沖縄県名護市 中心市街地商業基盤整備事業について
沖縄県沖縄市 中心市街地活性化基本計画について

○総務委員会【７月26日（火）～28日（木）】
視察先 視　察　内　容

山形県酒田市 防災対策について
秋田県秋田市 投票率向上への取り組みについて
秋田県横手市 災害に強い地域づくりについて

※　行政視察は、地方自治法第100条第13項及び市議会会議規則
第160条に基づき実施しています。
　　各常任委員会の視察報告書についても、市役所の情報公開室
で所定の手続きをしていただきますと閲覧することができます。

平成 28年度各常任委員会等の　行政視察（～１１月まで）



このように使いました　平成２７年度　政務活動費収支報告

◎寺内　充、折本　明、吉田博史、○栁澤　明、今野貴子

【収支報告書】
収入 1,375,000 円
支出 1,393,801 円
　調査研究費 1,132,365 円
　資料購入費 190,624 円
　事務所費 70,812 円

△自己負担額 18,801 円
残額 0 円

【会派視察一覧】
月 日 視察先 視察内容

7

6 北海道
帯広市 産業振興ビジョンについて

7 北海道
池田町

地域ブランド開発としての
ワイン事業の取組について

8 北海道
釧路市 長期滞在推進施策について

10

26 長崎県
雲仙市

ファサード整備事業（雲仙古湯
地区街並み整備事業）について

27 長崎県
島原市

地域児童見守りシステム事
業について

28 佐賀県
嬉野市

嬉野総合運動公園（みゆき
公園）について

2

15 島根県
益田市

人口拡大計画～地域の魅力を高め、
ＵⅠターンを促進する施策～について

16 山口県
萩市

旧明倫小学校跡地利活用事
業について

17 山口県
長門市

タブレット端末の導入につ
いて

◎海老原一郎、篠塚昌毅、○下村壽郎、塚原圭二、勝田達也

【収支報告書】
収入 1,375,000 円
支出 1,485,696 円
　調査研究費 817,484 円
　広報費 351,000 円
　資料購入費 317,212 円

△自己負担額 110,696 円
残額 0 円

【政治活動費使途基準】
項　　目 内　　　　容

調査研究費 会派(議員)が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研
究(視察)及び調査委託に関する経費

研　修　費 会派(議員)が研修会を開催するために必要な経費、団体等
が開催する研修会の参加に要する経費

広　報　費 会派(議員)が行う活動、市政について住民に報告するため
に要する経費

広　聴　費 会派(議員)が行う住民からの市政及び会派の活動に対する
要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費

要請・陳情活動費 会派(議員)が要請、陳情活動を行うために必要な経費

会　議　費 会派(議員)行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等
各種会議への会派(議員)としての参加に要する経費

資料作成費 会派(議員)が行う活動に必要な資料の作成に要する経費

資料購入費 会派(議員)が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要す
る経費

人　件　費 会派(議員)が行う活動を補助する職員を雇用する経費

事 務 所 費 会派(議員)が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要す
る経費

【会派視察一覧】
月 日 視察先 視察内容

8

17 広島県
呉市 議会報告会について

18 広島県
江田島市

海上自衛隊第１術科学校
（旧海軍兵学校について）

19 愛媛県
今治市

しまなみ海道サイクリング
ロードを活用した観光につ
いて

2

15 沖縄県
那覇市

ＮＰＯ法人しまづくりネッ
トの事業・活動について

16 沖縄県
座間味村 座間味村観光事業について

17 沖縄県
名護市

ちばる地域関連事業、市民
意見交換会について
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◎○竹内　裕

【収支報告書】
収入 275,000 円
支出 250,262 円
　調査研究費 59,750 円
　広報費 186,408 円
　資料購入費 4,104 円

残額 24,738 円

【会派視察一覧】
月 日 視察先 視察内容

11

10 山口県
萩市

松陰先生のことばの朗読な
ど郷土の歴史を活かした教
育について

11 山口県
宇部市

学校教育センター整備事業
について

12 山口県
山陽小野田市

空き家等の適正管理に関す
る条例の施行状況について

市政を考える会

明　　政　　会郁　　文　　会

◎＝会派代表者　○＝経理担当者

◆
政
務
活
動
費
は
誰
が
管

理
し
て
い
る
の
？

　

経
理
担
当
者
を
会
派
の

中
に
置
き
管
理
し
て
お
り
、

次
年
度
の
４
月
末
ま
で
に

収
支
報
告
書
を
議
長
に
提

出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
政
務
活
動
費
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
経
費
と
は
？

　

先
進
地
へ
の
視
察
を
は

じ
め
と
す
る
調
査
研
究
や

研
修
、
広
報
、
各
種
会
議

へ
の
参
加
な
ど
の
経
費
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
左
上
の
「
政
務
活

動
費
使
途
基
準
」
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

　

議
員
は
市
政
の
課
題
や

市
民
の
意
思
を
把
握
し
市

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
活

動
を
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
、

土
浦
市
議
会
で
は
適
正
に

使
わ
れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク

す
る
機
関
は
あ
る
の
？

　

本
市
議
会
に
は
、
議
員

で
構
成
す
る
４
つ
の
委
員

会
（
総
務
・
文
教
厚
生
・

環
境
経
済
・
都
市
建
設
）

が
あ
り
、
そ
の
中
の
総
務

委
員
会
で
厳
正
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
ま
す
。

◆
収
支
報
告
書
を
見
る
こ

と
は
で
き
る
の
？

　

で
き
ま
す
。

　

情
報
公
開
制
度
を
導
入

し
て
い
ま
す
の
で
、
市
役

所
の
情
報
公
開
室
で
所
定

の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
と
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

特集特集

○文教厚生委員会（10月18日（火）～20日（木））
視察先 視　察　内　容

奈良県橿原市 博物館整備運営事業について
大阪府四條畷市 子ども基本条例について
京都府京都市 こどもみらい館について

○都市建設委員会（10月18日（火）～20日（木））
視察先 視　察　内　容

広島県尾道市 ㈱せとうちシープレーンズの運営状況について
岡山県倉敷市 中心市街地活性化の取り組みについて
香川県高松市 高松丸亀町商店街再開発事業について

○議会運営委員会（10月31日（月）～11月２日（水））
視察先 視　察　内　容

福島県
会津若松市 議会改革の状況、議会基本条例の運営について

新潟県新潟市 議会改革の状況、議会基本条例の運用について

長野県長野市 議会改革・活性化の状況、議会基本条例の運用
について

他市で学んだ良い事例は
本市でも活かしてまいります！

平成 28年度各常任委員会等の　行政視察（～１１月まで）



≪連載企画≫

（議員の横顔）

議 員 の
ＹＯ・ＫＯ・ＧＡ・Ｏ

12月定例会（第４回）日程
日 曜 開議時間
25 金 招集告示・議会運営委員会
26 土
27 日
28 月 一般質問通告受付開始
29 火 一般質問通告締め切り
30 水

12/1 木
2 金 請願・陳情受付締め切り
3 土
4 日
5 月
6 火 午前10時 本会議（招集日）
7 水

休　会
8 木
9 金
10 土
11 日
12 月 午前10時 本会議（一般質問）・議案質疑締め切り
13 火 午前10時 本会議（一般質問）
14 水 午前10時 本会議（一般質問・議案質疑）
15 木

休　会（常任委員会）
討論通告締め切り（委員会終了翌日）

16 金
17 土
18 日
19 月
20 火 午前10時 本会議（最終日）

《
議
会
内
人
事
》

　

８
月
９
日
付
け
で
土
浦
市

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
に

交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
長　

内
田　

卓
男

　

副
委
員
長　

海
老
原
一
郎

（
※
）
委
員　

島
岡　

宏
明

（
※
）
委
員　

篠
塚　

昌
毅

　
　
　

委
員　

栁
澤　
　

明

　
　
　

委
員　

福
田　

一
夫

　
　
　

委
員　

沼
田　

義
雄

※
が
今
回
交
代
し
た
委
員
で

す
。

議員報酬と経費
○報酬　　　　　　　　○期末手当支給率
　議長　　　５７万円　　６月期　１００分の１５０
　副議長　　５０万円　　12月期　１００分の１６０
　議員　４６万７千円　　加算率　１００分の１５

○費用弁償
　本会議・常任委員会・特別委員会・議会運営
委員会への出席　１日につき　１，５００円
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【
自
己
紹
介
】

昭
和
32
年
生
ま
れ
。
土
浦

生
ま
れ
で
土
浦
育
ち
の
現
在

59
歳
で
す
。
平
成
11
年
の
選

挙
に
て
41
歳
で
初
当
選
以
来

18
年
の
議
員
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

『
異
体
同
心
』
を
政
治
信

条
に
活
動
し
、
保
守
系
の
議

員
で
あ
り
ま
す
が
、
周
辺
か

ら
は
革
新
系
の
血
が
流
れ
て

い
る
と
の
評
価
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

【
土
浦
の
良
い
、好
き
な
と
こ
ろ
】

関
東
平
野
に
位
置
し
て
い

る
土
浦
は
、
気
候
が
温
暖
で

災
害
も
少
な
く
首
都
東
京
に

も
近
い
と
い
う
住
環
境
に
は

恵
ま
れ
て
い
る
自
治
体
だ
と

考
え
ま
す
。

ま
た
、
面
積
か
ら
の
人
口

密
度
は
、
茨
城
県
内
で
も
上

位
に
あ
り
、
行
政
効
率
の
高

さ
は
、
他
市
よ
り
優
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

景
観
に
お
い
て
は
、
土
浦

駅
よ
り
眺
め
る
と
、東
に
ヨ
ッ

ト
の
帆
が
浮
か
ぶ
霞
ヶ
浦
、

西
に
そ
び
え
る
関
東
の
名
峰

筑
波
山
と
、
ま
さ
し
く
『
水

と
み
ど
り
の
都
』
の
名
に
相

応
し
い
土
浦
が
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。

【
議
員
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
】

地
方
議
員
は
、
市
民
の
代

表
で
は
な
く
、
市
民
の
代
弁

者
で
あ
る
と
の
強
い
信
念
で

活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

議
会
や
議
員
に
は
執
行
権

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
限
界

を
感
じ
る
こ
と
が
度
々
あ
り

ま
し
た
し
、
そ
の
都
度
悩
み

自
問
自
答
し
た
日
々
が
脳
裏

に
焼
き
つ
い
て
お
り
ま
す
。

議
会
に
は
執
行
権
は
な
い

が
、
議
決
権
と
い
う
行
政
に

対
し
執
行
を
認
め
る
か
認
め

な
い
か
の
判
断
を
す
る
大
き

な
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

議
決
の
判
断
を
誤
る
と
そ

れ
は
直
接
市
民
に
迷
惑
や
負

担
が
か
か
る
も
の
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
議
会
採

決
（
判
断
）
の
重
大
性
を
常

に
最
重
要
と
考
え
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

【
５
期
目
の
抱
負
】

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

問
題
は
、
今
後
確
実
に
行
政

運
営
に
重
く
の
し
か
か
っ
て

き
ま
す
。

市
民
へ
の
当
た
り
前
の

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
く

な
る
可
能
性
が
発
生
す
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

『
行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス

業
』
の
も
と
、
議
会
と
行
政

は
最
大
の
努
力
を
行
い
、
市

民
生
活
を
支
え
て
い
く
姿
勢

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
人
口

減
少
に
よ
り
行
政
と
議
会
の

ス
リ
ム
化
や
優
先
課
題
を
先

行
投
資
し
て
い
く
と
い
う
政

策
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

10
年
後
、
20
年
後
の
土
浦

市
を
見
据
え
た
政
治
を
模
索

す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
や

さ
し
く
・
行
政
に
厳
し
い
議

員
で
あ
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
自
己
紹
介
】

幼
少
の
頃
か
ら
中
心
部
の
繁

栄
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。
父
が

長
く
議
員
を
つ
と
め
、
市
の
た

め
に
活
動
し
て
い
た
の
を
見
て
、

自
分
も
父
の
よ
う
に
市
の
た
め

に
働
き
た
く
議
員
に
な
り
ま
し

た
。し

か
し
、
時
代
の
流
れ
で
現

在
は
、
昔
の
面
影
も
な
い
く
ら

い
に
衰
退
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
度
以
前
の
よ
う
な
市

内
に
活
性
を
取
り
戻
し
た
い
と

思
い
、議
員
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

【
土
浦
の
良
い
、好
き
な
と
こ
ろ
】

我
が
街
土
浦
市
は
、
気
候

温
暖
で
災
害
も
少
な
く
、
一

年
を
通
し
て
住
み
や
す
い
土
地

柄
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
国
内
二
番
目
の
湖
、
霞

ケ
浦
湖
岸
に
位
置
し
、
風
光
明

媚
で
、
県
南
の
商
工
業
や
観
光
、

農
業
な
ど
の
中
心
を
担
っ
て
お

る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
土
浦
が
誇
れ

る
も
の
は
、
日
本
三
大
花
火
競

技
大
会
や
、
全
国
生
産
一
の

蓮
根
等
を
行
政
視
察
先
で
は
、

土
浦
市
の
自
慢
で
す
と
、
ピ
ー

ア
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

【
議
員
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
】

議
員
に
成
り
立
て
の
頃
は
何

も
分
ら
ず
、
先
輩
議
員
に
政

治
の
い
ろ
は
を
一
か
ら
教
わ
り
、

市
民
の
皆
様
は
、
議
員
だ
と
市

の
事
は
何
で
も
分
か
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
ら
し
く
、
問
題

解
決
に
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。

昔
は
良
き
先
輩
議
員
が
た
く

さ
ん
い
ら
し
て
、
専
門
職
に
精

通
し
て
い
て
、
ご
指
導
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
期
生
だ
っ
た
私
も
今
は
、

五
期
生
に
な
り
、
時
の
流
れ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

【
５
期
目
の
抱
負
】

五
期
、
十
七
年
間
市
民
の
皆

様
の
目
線
に
立
っ
て
、
政
治
活

動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
市
庁
舎
も
半
世
紀
ぶ
り

に
、
駅
前
に
移
転
、
周
辺
整
備

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
道
路
等
の
交
通
ア

ク
セ
ス
整
備
を
行
い
、
昔
の
よ

う
に
勢
い
が
あ
っ
た
商
店
街
を

取
り
戻
す
為
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の

ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
様
に
議

員
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

【
写
真
と
お
名
前
の
み
の
紹
介
】

吐
く
息
が
白
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

間
も
な
く
身
も
凍
る
よ
う

な
厳
し
い
冬
が
や
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

で
も
、
私
は
そ
ん
な
冬
が

大
好
き
で
す
。

ち
ょ
っ
と
太
め
な
（
？
）

こ
と
も
あ
り
、
汗
だ
く
に
な

る
夏
よ
り
も
冬
が
好
き
で
す
。

空
気
が
澄
み
渡
っ
た
冬

は
、
自
然
と
気
持
ち
も
凛
と

し
ま
す
。

そ
し
て
、
新
た
な
年
に
向

け
て
の
活
力
が
湧
い
て
き
ま

す
。還

暦
を
迎
え
ま
し
た
が
、

気
力
は
充
実
し
て
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
が
ん
ば
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
委
員
長　

小
坂　

博
）

吉　田　博　史

【市民のみなさまからのご意見募集！】
　　広報広聴委員会では、議会だよりを作成するにあたり、ご意
見・ご要望を募集いたします。下記までお寄せください。
〒300-8686　土浦市大和町９番１号
土浦市議会事務局　FAX：029-826-3379
メールの場合は、土浦市議会ホームページの「お問い合わせ」の
中の「お問い合わせフォーム」から送信願います。

広報広聴委員会
委
　員
　長
　小
坂

　
　博

副
委
員
長
　平
石

　勝
司

委

　
　員
　荒
井

　
　武

委

　
　員
　福
田

　一
夫

委

　
　員
　竹
内

　
　裕

委

　
　員
　内
田

　卓
男

寺　内　　充

川原場明朗

今
回
は
、
議
員
５
期
目
と

な
る
議
員
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

土
浦
市
議
会
で
は
、「
土
浦

市
議
会
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」

を
有
償
で
頒
布
し
て
い
ま
す

（
平
成
４
年
発
行
）。

こ
れ
は
、
市
制
施
行
50
周

年
の
後
、
土
浦
市
議
会
と
し

て
初
め
て
刊
行
し
た
議
会
史

で
、
市
制
施
行
か
ら
50
年
間

に
わ
た
る
市
議
会
の
活
動
記

録
が
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

国
内
外
の
出
来
事
な
ど
も

年
代
ご
と
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
当
時
の
時
代
背
景
を
回

想
す
る
に
も
最
適
な
１
冊
か

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
別
冊
と
し
て
写
真

集
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、

表
紙
に
あ
る
懐
か
し
い
写
真

が
約
８
０
０
枚
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
議
会
で
は
土
浦
市
政
全

般
を
網
羅
し
、
部
門
別
に
編

さ
ん
し
た
「
市
政
概
要
」
を

有
償
に
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
版
は
12
月
上

旬
か
ら
頒
布
、
平
成
27
年
度

分
は
在
庫
が
わ
ず
か
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
議
会
に
は
ど
の
よ

う
な
協
議
の
場
が
あ
る

の
で
す
か
？

Ａ
．
土
浦
市
議
会
に
は
、

４
つ
の
常
任
委
員
会
（
総
務
・

文
教
厚
生
・
環
境
経
済
・
都

市
建
設
）
の
他
に
、
議
会
運

営
委
員
会
が
常
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
、
必
要
が
生
じ
た

場
合
に
は
特
別
委
員
会
（
現

在
は
未
設
置
）
が
議
会
の
議

決
で
設
置
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、会
議
規
則
第
159
条

に①
全
員
協
議
会

○
頒
布
価
格
（
28
年
度
版
）

１
，
６
１
４
円

　
　
　
　
　
（
27
年
度
版
）

１
，
６
３
６
円

○
申
込
先

土
浦
市
議
会
事
務
局

☎
（
８
２
６
）
１
１
１
１

内
２
２
７
７

　

全
議
員
で
構
成

②
会
派
代
表
者
会
議

　

正
副
議
長
、
各
会
派
の
代

表
者
で
構
成

③
常
任
委
員
長
会
議

　

正
副
議
長
、
各
常
任
委
員

会
委
員
長
で
構
成

④
正
副
議
長
経
験
者
会
議

　

正
副
議
長
の
経
験
者
で
構

成
⑤
広
報
広
聴
委
員
会

　

副
議
長
、各
常
任
委
員
会
・

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員

長
で
構
成

の
５
つ
の
協
議
の
場
を
規
定

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

懐
か
し
の
土
浦
を
思
い
出
す

の
に
、
ま
た
、
昔
の
土
浦
を
知

ら
な
い
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん

に
土
浦
の
歴
史
を
お
話
し
さ
れ

る
の
に
最
適
と
思
い
ま
す
。

〇
頒
布
価
格
（
１
セ
ッ
ト
）

３
，
０
０
０
円

〇
申
込
先

土
浦
市
議
会
事
務
局

☎
（
８
２
６
）
１
１
１
１

内
２
２
７
７

議
会
史
「
土
浦
市
議
会
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」

の
有
償
頒
布

市
政
概
要
の
有
償
頒
布
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